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   1)  "Urocalun" was administered to 21 patients with ureteral urolithiasis which resulted 

in discharge of the stones in 12 patients (52  %), descent in 3 patients, being observed the effect 

in 1 patient and unknown course in 5 patients. Excluding the cases who were failed to follow-

up the exact course, the drug was effective to discharge the stones in 75  % of the cases. 

   2) "Urocalun" was administered to 11 patients with renal urolithiasis (including a case 

combined with ureteral urolithiasis). With the treatment, the localization of the stones was 

unchanged in all of 8 patients with incarcerated caryceal stone and was descended in 2 out of 

3 patients with pelvic stone. 

   3) No noticeable side effect was encountered in all patients treated with  "Urocalun"

1緒 言

尿 路結 石 の 溶解,自 然 排 石 の促 進,再 発 防 止

に関 す る研 究 は,内 外 共 に種 々 の検 索 が 行 なわ

れ,夫 々 の方 法 で効 果 を挙 げ て い るが 未 だ 決 定

的 な薬 剤 が見 当 らない のが 現 状 で あ る,今 回 日

本 新 薬 株 式 会 社 よ り実 験 的 に結 石 溶 解 作 用 な ら

び に結 石 形 成 抑 制 作 用 を持 つ と云 う ウ ロカル ン

Urocalunの 提 供 を受 け21例 の 上 部 尿 路 結 石 症

に使 用 した の で,そ の臨 床 的 成 績 につ い て報 告

す る.

■ 薬 剤

ウロカルソは本邦 の四国,九 州地方に産するウラジ

ロガシ(QuercusstenophyllaMakino)の 乾燥葉お

よび小枝の水 浸抽 出エキスであ り,ウ ラジロガシの成

分は詳かではないが,比 較 的 タソニン物質を多 く含有

し,こ の物質が実験的結石 の生成抑制効果を もつので

はないか と考 えられている.ウ ロカル ソは1カ プセル

中 ウラジ ロガシエキス225mgを 含有 してい る.な お.

ウラジロガシは徳島県下でその葉お よび小枝の温 浸剤

が胆石や 尿石症 の民間薬 として古 くか ら用い られてい

るとい う.

幸 田に よるとウロカルンは膀胱結石患老 よ り得た結

石(燐 酸石灰)を 灌流法の実験に供 して,結 石の溶解

作用 または脆弱作用を得,さ らに ラッ ト膀胱内結石実

験 においては,結 石形成抑制作用 を認めた とい う.島

本はラッ トの実験的浮腫に対 し,ウ 戸カル ソは浮 腫抑

制,抗 浮腫効果 を現わ し,更 にラッ トの実験的胸膜炎

症に も胸膜液 の滲 出抑制,な らびに蛋 白漏 出の減少作

用が認 め られ,粘 膜 の炎症に も消炎効果を発揮す ると

い う,

ウロカルンの毒挫は極めて弱 く,経 口投与ではマ ウ
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スのLD,。 は239/kg以 上であ り,ラ ッ トでの長期 間

連続投与 で も病理組織学的所見に何 ら異常は認め られ

なかった とい う.

皿 治 療 成 績

岐大泌尿器科外来お よび入院の尿管結石21例,腎 結

石11例(内1例 尿管結石を合併)に 対 し,ウ ロカル ン

を使用 した.ウ ロカル ン1日6カ プセルを3回 にわけ

て投与 した.

1)尿 管結石(第1表)

各症例の年令,性 別,患 側,位 置,大 きさ,投 与 日

数,結 石の転帰は第1表 に示す ごとくである.

21例 中,結 石の排 出をみた もの12例(52%)(膀 胱

にまで落下の1例 をふ くむ),投 与前の位置 よ り下降

をみた もの3例,経 過観察 中のもの1例,経 過不 明の

もの5例 であった.よ って経過不 明の ものを除い て排

石効果 をみ ると75%と なった.

ウロカル ソ投与に より排石 をみた ものの期間は2週

間以内3例,1ヵ 月以内7例,3カ 月以内2例 であっ

た.

痺痛 および血尿等に対す る自覚症状の改善は,21例

中全例に認め られ非常に顕 著なものであ り,ま た排石
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時疹痛発作があって も,初 回の疹痛発作 に比 し大いに

軽減 していた.

2)腎 結石(第2表)

各症例の年令,性 別,患 側,位 置,大 きさ,投 与 日

数,結 石の転帰は第2表 に示す ごとくである.

11例 中(1例 は尿管結石 と合併例)8例 は腎杯に嵌

頓せ る ものであ り,3例 が腎孟に位置 し,そ の 内小結

石 の2例 は ウロカル ン投与に よ り下降を示 し,大 なる

ものは位置不変で手術を行 なった.腎 杯 に嵌頓せ る8

例は相当長期間に投与を行 なった もの もあるが,位 置

は不変であ り,レ 線像においても結石陰影の縮小化を

示 さなかったが,ま た増大せ るものもなかった 、

3)両 腎分離尿中電解質の変化(第3表)

腎結石の1例(第2表 第2例)に 対 し,ウ ロカル ソ

投与前お よび2過 間投与後の両腎分離尿中の電解質 の

変化は第3表 のごと くである.1例 のみで確定的なこ

とはいえないが,結 石腎尿のCa高 値が本剤投与 後に

は健側 と同値 を示 した.

4)副 作用

尿管結石,腎 結石 の全症例を通 じて,最 高100日 間

の長期にわたって投与 した もの もあるが,な ん らの副

作用 も認めなかった.

第1表UROCALUNに よる尿管結石 の治療成績

症 例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

2i

年 令

25

40

27

28

24

31

37

33

21

18

31

37

39

26

39

17

33

53

21

63

1・ ・

性 別

6

6

♀

6

6

6

♀

6

♀

♂

6

♀

6

3

6

δ

6

6

♀

δ

♀

診 断

左 尿 管 結 石
〃

〃

右 尿 管 結 石
〃

〃

左 尿 管 結 石

右 尿 管 結 石

左 尿 管 結 石
〃

右 尿 管 結 石

左 尿 管 結 石

〃

〃

〃

〃

〃

〃

右 尿 管 結 石

〃

位 置

L3

骨 盤 腔

L2

骨 盤 腔

L2

骨 盤 腔

L4

L,

骨 盤 腔

L2

骨 盤 腔

〃

〃

〃

〃

L2

骨 盤 腔

L4

骨 盤 腔

L4

骨 盤 腔

大 き さ
(mm)

11×6

7×4

8×4

5×4

10×6

5×4

4×3

6×4

7×5

4×6

5×6

4×5

6×6

5×5

7×8

5×7

4×4

5×9

5×8

10×14

4×5

1日 の

投 与 量

6cap.

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

投与日数 結 石 の 転 帰

ノ!

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノ!

〃

21

30

45

15

21

15

30

25

14

14

21

2王

90

14

30

40

21

30

80

30

14

膀 胱 に 落 下

20日 後 排 石

不 明(治 療中断)

10日 後 排 石

不明(治 療中断)

10日 後 排 石

28日 後 排 石

骨 盤 腔 に 下 降

12日 後 排 石

不明(治 療中断)

18日 後 排 石

不明(治 療中断)

3ヵ 月 後 排 石

不 明(治 療中断)

28日 後 排 石

30日 後 排 石

17日 後 排 石

骨 盤 腔 に 下 降

3カ 月 後 排 石

骨 盤 腔 に 下 降

経 過 観 察
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第2表UROCALUNに よる腎結石 の治療成療

症 例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

年 令

54

22

44

38

60

38

34

20

52

63

性 別

δ

♀

δ

6

6

3

6

δ

6

♂

32♀

診 断

右 腎 結 石

左 腎 結 石

右 腎 結 石

左 腎 結 石

右 腎 結 石

〃

〃

〃

左 腎 結 石

〃

〃

位 置

上 腎 杯

腎 孟

中 腎 杯

腎 孟

下 腎 杯

腎 孟

下 腎 杯

〃

〃

上 腎 杯

下 腎 杯

大 き さ
(mm)

4×4

22×15

6×6

10×7

5×6

7×8

4×6

6×6

4×5

5×6

4×4

1日 の
投 与 量

6cap.

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

投与日数

50

35

50

30

30

14

40

50

100

21

結 石 の 転 帰

著 変 な し

手術(尿中の電解質の測定…表3)

著 変 な し

L4に 下 降

著 変 な し

L3に 下降,そ の後

治療中断

著 変 な し

経 過 観 察

著 変 な し
著変 なし,そ の後治

{
療 の中断尿管結石 と
合併(表1の 症例20)
経 過 観 察

第3表UROCALUN投 与前後両腎分離 尿中電解

質 の変化(第2表,第2例)

投 薬 前 投 薬 後

左 腎(患 側)

Na133.mEq/1

K18.8

Mg11.6

Ca8.2

右 腎(健 側)

Na162.

Kl3.9

Mgl1.2

Ca4.9

左 腎(患 側)

Nal32 .mEq/1

K10.

Mg6.5

Ca4.6

右 腎(健 側)

Na220.

KIO.

Mg4.9

Ca4.6

1▽ 考 按

実 験 的 に結 石 溶 解作 用 な らび に結 石 形 成 抑 制

作 用 を も つ とい う,ウ ラジ ロガ シ の水 浸 抽 出 エ

キ ス で あ る ウ ロカ ル ソUrocalunを 尿管 結 石21

例 に使 用 して,排 石12例(52%),下 降3例,経

過 観 察 中1例,経 過 不 明5例 の結 果 を得 た.こ

の経 過 不 明 例 を除 い て排 石 効 果 を み る と75%と

い う成 績 とな っ た.尿 管 結 石 の 自然 排 出率 は 報

告 者 に よっ て 相当 異 な っ て い る が,南 は 小 結 石

(5×5mmま で)な らば6ヵ 月 まで に90%余 り,

中結 石(5×5mm以 上10×6mmま で)な らば

6ヵ 月 ま で に80%の 排 石 が あ る.ウ ロカル ソ の

使 用 に よ り 排 石 をみ た12例 は4×3mmの 小 結

石から1ユ×6mmの 中結石であるが,遅 くとも

3ヵ 月以内に排出をみている.し かし,す べて

の排石が本剤に直接効果に起因するものである

かどうかは,降 下因子である,結 石の大きさ,

性状,位 置,尿 管の収縮力,尿 管腔の大きさ,

腎機能等の個々の差が関連 してくるので正確な

判断をすることは困難であるが,結 石排出期間

が3ヵ 月以内にみられたことは,本 剤の浮腫抑

制,抗 浮腫効果を示す粘膜への消炎作用の薬理

実験結果 より,結 石存在下に合併する尿管粘膜

の浮腫を消槌せしめて,結 石の排出を促進する

のに効果があったのではないか と推察 される.

ウロカルンを腎結石11例(1例 は尿管結石と

の合併例)に 使用 して,腎 杯に嵌頓せる8例 は

不変,腎 孟の結石3例 中2例 は下降,1例 は不

変であった.腎 杯の結石は相当長期間にわたり

本剤を使用したが,位 置は不変であり,レ 線像

箱ても結石陰影の縮小も,ま た増大も示さなか

った.少 くとも増大を示さなかった とい うこと

は,本 剤の結石形成抑制作用を有することを推

察せしめるものとも考えられる.

腎結石 の1例 に対 しウロカルン投与による分

離尿中の電解質の変化を測定したが,結 石腎尿

のCa高 値が,投 与後には健側と同値になると

いう結果を得た.1例 のみであるので,今 後の

検討を加えたい点である.



後藤他:上 部尿路結石症}こ対す るUROCALUNの 臨床効果

全症例を通 じてウロカル ン投与による副作用

をなんら認めなかった ことは,本 剤は安心 して

使用できる薬剤と考える.

V結 語

1)ウ ロカ ル ンを尿 管 結 石21例 に使 用 し,排

石12例(52%),下 降3例,経 過 観 察 中1例,経

過 不 明5例 の 結果 を 得 た.経 過 不 明 例 を除 い て

の排 石 効 果 は75%の 成 績 で あ っ た.

2)ウ ロ カル ンを 腎 結 石11例(尿 管 結 石 合 併

1例 を含 む)に 使 用 し,腎 杯 に 嵌 頓 の8例 は不

変,腎 孟 の3例 は2例 下 降,1例 不 変 の結 果 を

得 た.

3)全 症 例 に お い て,ウ ロカル ン に よる副 作

用 は 経 験 し なか っ た.
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